
「日産 童話と絵本のグランプリ」は、1984年に創設されたアマチュア作家
を対象とした創作童話と絵本のコンテストです。一財）大阪国際児童文学振
興財団と協働で実施しているこのコンテストには、毎年全国から約3,000編の
作品が寄せられます。日産は童話部門と絵本部門でそれぞれ大賞に選ばれた
作品を出版し、全国の図書館(約3,400館)に寄贈しているほか、全国の事業所
から、近隣の幼稚園や保育園(約700園)にも寄贈しています。 
また、この「日産 童話と絵本のクランプリ」入賞作品のレベルの高さには
定評があり、現在では、新人作家の登竜門と称されています 

左から 弊社社長：廣渡 日産栃木工場工場長：橋本様 
     県立図書館館長：福田様 

絵本大賞受賞作品  
「ちかしつのなかで」 
地下室で探し物をしていた少年が、
突然地下室から声をかけられ、外に
出られない地下室に外の様子を懸命
に伝える少年と地下室のやりとりを
ファンタジーあふれる絵で書き上げ

童話対象受賞作品 
「日曜日の小さな 

      大ぼうけん」 
虫嫌いの小学生の男の子が、
日曜に留守番をしていると、
１匹のカマキリを家の中で
見つけました。そのカマキ
リを家の外に追い払うまで
の奮闘ぶりを描いた作品。 

寄贈式の様子 

この２つの作品はプリンス栃木各店舗のキッ
ズコーナーにございます。是非、お子様と一
緒にご覧下さい。 




